
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Oral Sciences〉 Course of Oral Health and Welfare (Master’s Degree) [⇒Japanese]

Exercise of Research Subject of Oral Health Science 4 units (compulsory) 2nd-year(whole year)

Daisuke Hinode · Professor / Institute of Health Biosciences, Yumi Hoshimo ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences, Hiroki Iga · Professor / Institute of Health Biosciences

Fumiaki Kawano · Professor / 口腔健康科学講座, Course of Oral Sciences, Kaya Yoshida ·Associate Professor / Institute of Health Biosciences, Kazumi Ozaki · Professor / Institute of Health Biosciences

Natsumi Fujiwara ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences, Miwa Matsuyama · Professor / Institute of Health Biosciences, Atsuko Nakamichi ·Associate Professor / Institute of Health Biosciences

Toyoko Satsuma ·Assistant Professor / University Hospital, Masaru Hada · Professor / Institute of Health Biosciences, Tetsuo Ichikawa · Professor / 口腔健康科学講座, Course of Oral Sciences

Masami Yoshioka ·Associate Professor / Institute of Health Biosciences, Seiko Hongama ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences, Yasuhiko Shirayama · Professor / Institute of Health Biosciences

Yuko Takeuchi ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences

Target〉 (共通)臨床系又は教育・研究系に関する研究テーマを選択し，修士論文
を完成させることを目標とする．
(臨床系)歯科衛生士臨床に関する各専門科目の修得を進める中で，専門的口
腔ケアに関する様々な術式に科学的根拠を与えることや口腔ケアの標準化 (ク
リニカルパス作成)に関する課題研究テーマを設定する．あるいは，地域の福
祉施設や在宅等多様な環境に置かれている対象者の口腔機能の実態や機能的
口腔ケアのニーズについて調査し，機能的口腔ケア介入を行った後の口腔機
能向上に対する効果等について分析する臨床疫学研究など，口腔保健学に関
する課題研究テーマを設定する．これらの課題研究テーマを，課題実習と連
動して遂行し，最終的な修士論文を教員の指導の下で完成させることを目的
とする．
(教育・研究系)教育系では新たな教育手法に関する課題実習と連動して，その
教育効果に関する課題研究テーマを設定する．研究系においても，口腔保健
学に関する課題研究テーマを設定する．これらの課題研究テーマは，課題実
習と連動して実施するが，自ら，課題研究テーマや研究計画・研究手法を設
定し，得られた結果を分析・考察して，最終的な修士論文を教員の指導の下
で完成させることを目的とする．テーマ:口腔保健学課題研究に関する修士論
文の作成

Outline〉 本修士課程で学んだ知識と技術をふまえて，臨床系または教育・研究
系に関する課題研究テーマを選択し，自ら計画・立案できるよう，具体的な事
例を示し，また，各研究に関連する倫理申請について概説する．研究指導教
員および研究指導補助教員により，それぞれの課題研究テーマに沿って研究
計画を立案し，研究を遂行できるよう指導する．関連文献の調査，研究計画・
研究手法の設定，分析法等の指導を段階的に行いながら，対象フィールドに
応じた実践研究を通じて，得られた研究結果を分析・考察する．また，その成
果を公表するために，課題研究成果報告会を行い，また,専門雑誌等への投稿
論文が作成できるよう教員が直接的に指導しながら,修士論文を完成させる．
(口腔保健衛生学分野)

(日野出 大輔)個人または地域集団に対する専門的口腔ケアによって，歯の寿
命を延長させ，口腔保健とともにQOLの向上にも繋がる課題に焦点をあてて
研究に取り組ませる．特に，研究課題として脳血管障害患者などを対象とす
る継続した専門的口腔ケアシステムによる地域連携強化からQOL向上への効
果に関する研究や，口臭発生のメカニズム解明と口臭予防に関する臨床研究，
細菌学的見地から易感染性患者等に対する専門的口腔ケア介入研究，更には
徳島県をフィールド対象とした口腔保健に関わる様々な環境因子についての
疫学研究の指導を行う．各研究の成果は学会発表や学術論文として発表し,修
士論文が作成できるよう指導を行う．
(星野 由美)歯科衛生士として高齢者・障害者など，口腔健康管理を必要とす
る者や口腔機能の低下が認められる者を対象者とした口腔機能療法に関する
研究について，研究指導教員と連携をとりながら指導を行う．口腔保健の予
防管理方法や個々に対応した口腔機能向上の手法，口腔機能管理方法などに
関する評価・分析に取り組ませる．研究した内容をまとめ，学会発表できる
よう指導を行う．
(口腔保健教育学分野)
(伊賀 弘起)教育学における目標の設定，方略や評価法の選択など一般的なカ
リキュラムの立案に関する指導を行い，その上で口腔保健学と社会福祉学が
融合した特色ある教育プログラムの開発に関する研究を指導する．特に福祉
施設や医療施設あるいは行政と歯科医療との連携に関する国内外の事例解析
を指導し，将来の口腔保健学における指導者を育成する．さらに海外におけ
る歯科衛生士養成機関との国際学術連携を主体とした新しい口腔保健教育プ
ログラムの開発をテーマとした研究指導を行い，その成果を国内外での学会
で発表する能力あるいは研究論文としてまとめる能力を修得し,修士論文が作
成できるよう指導を行う．
(河野 文昭)歯科医療は，歯周病などの疾病の予防と治療，咀嚼，発音などの
機能回復を目的とした治療からなるため，患者のQOLを維持・向上となる歯
科臨床に直結した課題に取り組ませる．たとえば，客観的で正確な口腔機能
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評価やインプラントの臨床的評価法などに関する研究を他の教員と連携しな
がら指導する．一方，口腔保健教育の手法や教育評価をテーマとした課題研
究についても指導する．得られた研究結果を分析・考察し，その成果を広く
公表するとともに，専門雑誌等への投稿論文が作成できるよう直接的に指導
し,修士論文が作成できるよう指導を行う．
(吉田 賀弥)口腔疾患と全身疾患の関連性や，歯科衛生士が行う口腔管理が全
身疾患の発症および進行に与える影響に関して研究を行う．口腔保健分野に
おける論文抄読を行うことで，国内外の先進的な研究について理解を深め，当
該分野の研究動向の精査や作業仮説の実証法を修得させる．研究を遂行する
ために必要な分子生物学的な実験方法の理論を理解し，実験技能を修得出来
るように指導する．得られた研究成果を科学的に考察し，関連の学会への発
表および修士論文を作成できるよう指導を行う．
(口腔保健支援学分野)
(尾崎 和美)う蝕や歯周病を中心とした口腔保健管理において，特に高齢者・
障害者の口腔機能管理に直結するような臨床薬の開発に関連する文献の調査，
研究計画・研究手法の設定，分析法等の指導を段階的に行う．そして，臨床
薬の開発を目標とした研究テーマを設定し，分子生物学あるいは口腔細菌学
関連の基礎的ならびに実践的研究を行い，得られた研究結果を分析・考察し，
その成果を広く公表するとともに，専門雑誌等への投稿論文が作成できるよ
う直接的に指導する．また研究および演習を通して，医療現場に即した高齢
者・障害者の口腔機能管理に繋がる臨床領域の研究を深化させ，修士論文が
作成できるよう指導を行う．
(藤原 奈津美)高齢者・障害者の口腔機能管理に直結するような臨床薬の開発
に関連する文献の調査，研究計画・研究手法の設定，分析法等について，研究
指導教員と連携をとりながら指導する．そして，臨床薬の開発を目標として
設定された研究テーマに関する分子生物学あるいは口腔細菌学関連の基礎的
研究の指導補助を行うとともに，高齢者・障害者口腔機能管理学演習を通し
て，口腔・摂食・嚥下機能の保持増進を図るための実践的支援に関する指導
を行う．
(口腔機能福祉学分野)
(松山 美和)急性期疾患や全身疾患などにより口腔機能の低下した患者および
高齢者を対象とした口腔機能の賦活は個人の QOL向上に非常に重要である．
そこで，口腔機能を最大限に賦活するために有効な口腔機能療法について，口
腔感覚冷刺激時の高次脳活動の賦活化に関する研究や摂食嚥下リハビリテー
ションにおける咀嚼の意義など，実践的な方法とその基盤となる科学的根拠
を探求する研究を指導する．得られた研究結果を分析・考察し，その成果を
国内外での学会で発表する能力あるいは研究論文としてまとめる能力を修得

し，修士論文が作成できるよう指導を行う．
(中道 敦子)急性期病棟入院中の患者への専門的口腔ケアに加え，摂食嚥下障
害の機能評価の基盤となる観察やスクリーニング，アセスメント手法，さらに
は歯科衛生士として入院病棟で遭遇する歯・口腔疾患に関する研究について，
研究指導教員と連携をとりながら指導する．得られた研究結果を分析・考察
し，得られた研究成果は関連の学会に発表できるよう指導を行う．
(薩摩 登誉子)食・咀嚼の観点から口腔の健康を増進するために必要な口腔機
能評価および口腔機能療法に関する研究について，研究指導教員と連携をと
りながら指導する．具体的には，ICUや SCU入院患者に対して早期から専門
的口腔ケアおよび咀嚼指導を含めた摂食嚥下リハビリテーション手法が，ど
のような点でQOL向上に関与するかデータを集めて分析する．得られた研究
成果は関連の学会に発表できるよう指導を行う．
(口腔保健福祉学分野)
(羽田 勝)高齢者や障害者を口腔保健の立場から管理するにあたって必要とな
る身体的・精神的特性ならびに口腔領域 (口腔疾患)の特徴や要介護状態と障
害の原因およびリスクファクターに関する分析から，口腔環境の保持や各種
口腔機能 (摂食・嚥下機能)の増進及び介護予防や個々の障害に対応した口腔
ケアや口腔リハビリテーションの実践に繋がる研究を指導する．また，大学
病院や関連病院等において関連職種 (言語聴覚士，看護師など)とのチームア
プローチの在り方についての実践的研究に関する指導を行う．各研究の成果
は学会発表や学術論文として発表し，修士論文が作成できるよう指導を行う．
(市川 哲雄)要介護高齢者や障害者の口腔環境の保持や各種口腔機能の増進に
関する研究に取り組ませる．歯科補綴学に関連する生理と病理 (発音，嚥下，
咀嚼，口腔と全身の健康との関連)に加え，生体材料の基礎的および臨床的研
究を他の教員との連携を密にして指導する．得られた研究結果を分析・考察
し，その成果を広く公表するとともに，専門雑誌等への投稿論文が作成でき
るよう直接的に指導し，修士論文が作成できるよう指導を行う．
(吉岡 昌美)全身疾患あるいは治療による副作用により口腔機能の低下した患
者を対象として，口腔機能を賦活するための臨床研究指導を行う．特に，疾
患別あるいは病態別に研究テーマを設定した上で，臨床データを科学的に分
析評価する方法について指導を行い，より精度の高い口腔機能評価方法と口
腔機能賦活に有効なケアの方法を検討させる．最終的にはその研究成果を学
会発表や学術論文として発表し，修士論文が作成できるよう指導を行う．
(本釜 聖子)要介護高齢者や障害者の口腔環境保持や各種口腔機能 (摂食・咀
嚼・嚥下機能)の増進を図るための基盤となる研究について，研究指導教員と
連携をとりながら指導する．具体的にはいくつかの摂食嚥下リハビリテーショ
ン手法が対象者の口腔機能向上に寄与するか，介入症例別にデータを集め，そ
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の対処として有効な手法を検討する．得られた研究成果は関連の学会に発表
できるよう指導を行う．
(地域医療福祉学分野)
(白山 靖彦) 徳島県内の高次脳機能障害者を対象としたリハビリテーション，
福祉制度の適合性などに関し，医療福祉連携を進め，これらをテーマとする
研究の指導を行う．特に，医療・福祉連携モデルである「三重モデル」の有用
性および効果と比較しながら検証することや，有用とされる社会資源の開発，
口腔保健としての介入による効果などについて調査する．得られた研究結果
を分析・考察し，その成果を広く公表するとともに，専門雑誌等への投稿論
文が作成できるよう直接的に指導し，修士論文が作成できるよう指導を行う．
(竹内 祐子)口腔保健教育・社会福祉教育の手法をテーマとした課題研究を，
研究指導教員と連携をとりながら指導する．要介護者に対する口腔機能向上
を教育テーマとする場合，基盤教育としてヒューマンコミュニケーション授
業を実施する教育の効果分析や専門的授業を構築するにあたり講義のみで教
育した場合と PBL-チュートリアルを組み合わせた場合の教育効果の相違点な
どについて模擬学生を用いた研究を行う．得られた研究成果は教育関連の学
会に発表できるよう指導を行う．

Schedule〉
1.課題研究オリエンテーション / 研究の概要と進め方 (担当者: 日野出)
2.研究計画と臨床研究・疫学研究に関する倫理申請 (担当者: 日野出)

3∼18.課題研究計画の立案と課題研究の実施 (担当者: 全教員)
19∼21.課題研究のまとめ / 結果の整理と分析 (担当者: 全教員)
22∼24.課題研究プレゼンテーション作成 (担当者: 全教員)
25∼26.課題研究成果報告会 / 発表と討論 (担当者: 全教員)
27∼30.修士論文作成 (担当者: 全教員)

Evaluation Criteria〉 本科目では，課題研究計画に沿って研究を遂行し，課題研
究成果報告会にて発表後，修士課程修了に相応しい修士論文を完成させたこ
とをもって単位認定とする．

Textbook〉 教科書は使用しない．
Reference〉 学術専門誌や国内外の代表的な論文などを，適宜指示する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218251
Contact〉
⇒ Hinode (+81-88-633-7543, hinode@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Hoshimo (+81-88-633-7898, star-dh-hoshino7@dent.tokushima-u.ac.jp)

Mail
⇒ Iga (口腔保健学科・教授室, +81-88-633-7963, iga@dent.tokushima-u.ac.j

p) Mail
⇒ Kawano (+81-88-633-9180, fumiaki@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail

⇒ Yoshida (+81-88-6337322, kaya@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Ozaki (+81-88-633-9309, ozaki@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
月・水・金 18:00∼ 19:00)

⇒ Fujiwara .
⇒ Matsuyama .
⇒ Nakamichi (+81-88-633-7898, dh-nakamichi-0702@dent.tokushima-u.ac.j

p) Mail
⇒ Satsuma (+81-88-633-7350, satsuma@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Hada (+81-886622684, hada@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Ichikawa (徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部再生修復医歯学部
門 ·顎口腔再建医学講座 ·口腔顎顔面補綴学分野教授室, +81-88-633-7346,
ichi@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail

⇒ Yoshioka (+81-88-633-9171, masami@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Hongama (hongama@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Shirayama .
⇒ Takeuchi (yu-take@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
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